
‭熊本県公立高校入試徹底分析【国語】‬
‭【形式・難易度】‬

‭試験時間‬ ‭50分‬ ‭配点‬ ‭50点‬

‭問題構成‬

‭大問５題。知識事項、資料読み取り、論説・説明文、小説、古典ごとに大問１題。‬
‭大問１は漢字、語句、文法が出題され、配点は９点。‬
‭大問２は資料の読み取り、会話文形式の出題がされ、配点は６点。‬
‭大問３は論説・説明文が出題され、配点は11点。‬
‭大問４は小説が出題され、配点は10点。‬
‭大問５は古典が出題され、配点は８点。‬
‭作文は大問２に組み込まれ、上記の配点に６点が追加される。‬

‭令和６年度(2024)‬ ‭令和５年度(2023)‬ ‭令和４年度(2022)‬ ‭令和３年度(2021)‬ ‭令和２年度(2020)‬

‭問題量（Ａ４で）‬ ‭10ページ分‬ ‭10ページ分‬ ‭10ページ分‬ ‭10ページ分‬ ‭10ページ分‬

‭小問数‬ ‭32問‬ ‭30問‬ ‭31問‬ ‭30問‬ ‭31問‬

‭論述問題の数‬ ‭６問‬ ‭７問‬ ‭10問‬ ‭９問‬ ‭８問‬

‭論述問題配点‬ ‭18点‬ ‭21点‬ ‭24点‬ ‭23点‬ ‭19点‬

‭受験者平均点‬ ‭―‬ ‭25.4‬‭点‬ ‭24.8‬‭点‬ ‭20.5‬‭点‬ ‭25.4‬‭点‬

‭【出題の傾向と対策】‬
‭①辞典、書体に関する知識を深める。　‬

‭Ｒ４[１]　　　　　　　　　　　　　　　　  Ｒ５[１]　　　　　　　　　Ｒ６［１］‬

‭Ｒ４[１]４　[　Ⅰ　]、[　Ⅱ　]、[　Ⅲ　]の部分に入れるのに適当な言葉を、それぞれ　[　Ⅰ　]と[　Ⅱ　]‬
‭　　　はあとのａ群（ア・イ）から、[　Ⅲ　]はあとのｂ群（ウ～キ）から一つずつ選び、記号で答えなさい。‬
‭　【違いを述べた文】‬
‭　　[　Ⅰ　]は[　Ⅱ　]に比べ、点画を[　Ⅲ　]書くので速く書くことに適している。‬
‭　ａ群　〔　ア　楷書　　イ　行書　〕‬
‭　ｂ群　〔　ウ　崩さずに　　エ　明確に　　オ　直線的に　　カ　独立させて　　キ　連続させて　〕‬
‭Ｒ５[１]２　二重傍線Ａの部分「社」の漢字と同じ部首の漢字を次のア～オから一つ選び、記号で答えなさい。‬
‭Ｒ６[１]３　二重下線Ｂの部分「純」を楷書で書いた場合の総画数と、次のア～オの漢字を楷書で書いた場合の‬
‭　　　総画数が同じものを一つ選び、記号で答えなさい。‬
‭★Ｒ３「国語辞典」に関する出題があった。日頃から国語に関わるものに興味、関心を持つことが必要である。‬

‭②文法事項は解法を漏れなく暗記する。‬

‭Ｒ４[１]　調査枠組みの検討をＢ‬‭続ける‬‭と発表。‬
‭　３　二重傍線Ｂの部分「続ける」は動詞である。活用の種類と活用形を書きなさい。‬
‭　５　二重傍線Ｄの部分「山路を登りながら、こう考えた。」には、活用のある自立語がいくつあるか。数字で‬

‭答えなさい。‬
‭Ｒ６[１]　西洋の文明とＣ‬‭共に‬‭，コレラなどの恐ろしい伝染病が日本に入り込みます。‬
‭　４　二重下線Ｃの部分「共に」が修飾している一文節を抜き出しなさい。‬



‭★直近の６年間で常に品詞分類、活用の種類・活用形のいずれか、もしくは両方が出題されている。‬

‭③会話を交えた資料の読み取りがほぼ毎年出題されるため、多くの情報から必要な事柄だけを抽出し、まとめる力‬
‭が求められる。‬

‭Ｒ６[２]‬
‭　４　次は、【発表原稿】の傍線④の部分「ソーシャルメディア」について調べていく中で、日本におけるソー‬

‭シャルメディアの利用の特徴に興味を持った池田さんが、下の【グラフ】を参考にしてソーシャルメディア‬
‭の利用に関する日本と他国の違いについてまとめたものである。［　Ａ　］と［　Ｂ　］の部分に入れるの‬
‭に最も適当な言葉を、【発表原稿】からそれぞれ十五字以上、二十字以内で抜き出しなさい。ただし、二箇‬
‭所ある［　Ａ　］には同じ言葉が入る。‬

‭④毎年出題されている作文は、提示された多くの条件に沿って書き上げる形式ではなく、自らの体験、見聞に沿っ‬
‭て端的に意見を述べなければならない。‬

‭Ｒ５[３]‬
‭　５　「対話」によって得られるものについてのあなたの考えを、自分の体験や経験をまじえて、次の〈注意〉‬
‭　　にしたがって書きなさい。‬
‭　〈注意〉１　解答欄の原稿用紙には「題名」や「氏名」は書かないで、本文だけを縦書きで書くこと。‬
‭　　　　　２　書き出しは一マス空け、段落は変えないこと。‬
‭　　　　　３　六行以上、七行以内にまとめて書くこと。‬
‭★原稿用紙の正しい用い方を意識しながら、中学３年生らしい言葉遣いで文章を書くこと。‬
‭★Ｒ６とＨ31は大問２で出題された。‬

‭解答‬

‭Ｒ４  [１]４　Ⅰ　イ　　Ⅱ　ア　　Ⅲ　キ　　Ｒ５[１]２　エ　　Ｒ６[１]３　オ‬
‭Ｒ４  [１]３　下一段活用・終止形　　５　２（登り・考え）　Ｒ６［１］４　入り込みます‬
‭Ｒ６  [２]４[Ａ]　他者とコミュニケーションを図る　　[Ｂ]　さまざまなことについての情報を得る‬
‭Ｒ５  [３]５（例）私が中学三年生になったばかりのころ、それまで話したことがなかった同級生と、対話を通‬

‭して、お互いを深く知ることができたという経験をした。話題は勉強の目的についてだったが、互い‬
‭の意識の違いが顕在化した、まさに対話であった。対話とは、勝敗や何かしらの決着を見出すもので‬
‭はない。対話によってお互いの固定観念が消え、新たな知識や発見を得ることができるだろう。‬


